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1．はじめに：「深い悲しみの中から」
　1890～ 1920年、アメリカ北長老教会の海外宣教部幹事及び総務として海外宣教を
担当したブラウン (A.J.Brown)博士は、東アジアの韓国と日本、そして中国の宣教に
特別な関心を抱き、これら三ヶ国を度々訪れて宣教事業の支援を行った。そして、彼
は日本と中国との対比の中で、韓国のキリスト教会の信仰的な特徴を次のように表現
している。
　「中国とは国境線が相接し、日本とはわずかの距離しか離れてないので、細長い
韓半島を通して両国の人々の考えや生活様式の交流が行われているが、韓国教会
を訪ねると、日本と中国とはまた違う雰囲気が感じられる。韓国人の気質は中国
人や日本人のそれとは違う。中国人のように鈍感でも物質的でもないし、日本人
のように小利口でも好戦的でもない。両国の人々に比べ、韓国人は他人に友好的
で簡単に人を信じる。韓国人は外からの要求に対してより容易に反応する。韓国
人の心性は宗教的な教訓により影響を受けやすく、その信仰は子供のように純粋
で霊的な幻も何の疑いなく受け入れる。自信満々な中国人や気取る日本人とは違
い、韓国人は深い悲しみの中からキリスト教を受け入れる」(1)。
　ブラウンは「鈍感で物質的な」(stolid and materialistic)中国人や、「小利口で、好戦的な」
(alert and martial)日本人とは違い、韓国人は外に対して「友好的で人懐こい」(susceptible 
and trustful)民族として評価した。このような民族的気質は、宣教師が紹介するキリ
スト教への態度にもそのまま現われ、「自信満々な」(self-conﬁdent)中国人や「気取る」
(masterful)日本人と違い、韓国人は「子供のような」(childlike)純粋さで、「何の疑い
もなく」(untroubled by debt)宣教師たちの教えを受け入れる。ブラウンは、これら三ヶ
終末論的な歴史意識と宇宙的愛の実践
－近代韓・中・日の関係史から見た韓国キリスト者の歴史体験と宣教意識－
李  　　徳  周
（訳：趙　永哲） 
（1）A.J. Brown, The Mastery of the Far East, Charles Scribner's Sons, NY, 1919, p.539.
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国のキリスト教信仰と神学がそれぞれ著しく異なる理由をこのような民族的気質に由
来していると見た。それゆえ、信仰や神学的背景が同じ国 (アメリカ )の宣教師たち
が活動したにもかかわらず、これら三ヶ国で現われた結果は互いに異なったのである。
ブラウンは、韓国においてキリスト教の宣教が驚くべき成果を得ることができた根本
的な理由を、韓国人が他の二ヶ国とは違って、「深い悲しみの中から」(out of deeper 
sorrows)福音を受け入れたためである、と解釈した。すなわち、苦しみと痛みの中か
らキリスト教を受け入れた、ということである。
　このようなブラウンの指摘は正確であった。民族の気質は、その民族が経験した歴
史的な体験に反映されるものである。民族の歴史的な体験は、民族が置かれた地政学
的な位置・環境によって影響を受けざるを得ない。アジア大陸の東の果て、中国とは
半島で陸路に接し、太平洋の西境界線に位置した日本とは船で 5時間ほどの距離に位
置する韓国は、古代から、両国の攻勢的な勢力拡張と侵略による「苦難の歴史」を経
験してきた。日本帝国時代に韓国の古代史をキリスト教的な視点で解釈した咸錫憲は、
韓国民族が体験しなければならなかった「苦難」の原因をその地政学的な点から導き
出した。
「朝鮮半島の地理をいろいろな方面から考える際、彼は苦難の家になっていること
がわかる。その地理、その風物を持って成長する者は苦難の主人公にならざるを
得ない」(2)。
　ブラウンが指摘していた韓国民族の「深い悲しみ」の気質は、中国と日本両国の持
続的な侵略と支配による韓国民族の歴史的な「苦難の体験」に由来するものである。
さらに、カトリック信仰に初めて接した朝鮮の後期や、大韓帝国末期にプロテスタン
ト信仰に初めて接した際、韓民族は中国と日本の侵略と支配による「苦難の現実」に
置かれていた。その結果、キリスト教の福音に接する態度が日本と中国とは違ってい
た。キリスト教信仰と神学に基づいた歴史認識も異なるものにならざるを得なかった
のである。その結果、それら三ヶ国のキリスト者たちは、同じくキリスト教の信仰を
告白しながらも互いに異なる存在形態を示したのである。
　このような観点から、本論文では中国と日本との関係を念頭に置きつつ韓国のキリ
スト教宣教の歴史を考察し、その過程における韓国キリスト者の宗教体験とそれに基
づいて形成された歴史認識（Historical Consciousness）がどのようなものであったか
（2）咸錫憲、「聖書的立場から見た朝鮮の歴史」、『聖書朝鮮』、1934年 7月、7頁。咸錫憲は日本帝国時代に『聖
書朝鮮』に「聖書的立場から見た朝鮮歴史」という題目で連載したものを解放後、『意味から見た韓国
歴史』という題目で出版した（この本は日本語では『苦難の韓国民衆史』というタイトルで新教出版
社から出版されている）。
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について考察したい。「攻勢的な（offensive）」民族主義に基づき、隣国を侵略した中
国や日本とは異なり、韓国のキリスト者たちは、これら両国の侵略と支配による歴史
的な苦難の状況でキリスト教の福音を体験した。その結果、韓国キリスト者たちは、「防
御的」（defensive）」民族主義を土台にしながらも憎しみや不信に陥らず、むしろそれ
を克服して超越する「キリスト教的な」歴史認識を持って苦難の時代を生きたのであ
る。
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乱、そしてカトリック信仰の流入
　近代以後にアジアで展開されたキリスト教の宣教は、「西勢東漸」で言いあらわさ
れる西欧諸国による勢力拡張とその過程で遂行された近代化（modernization）を体験
することから始まった (3)。16世紀半ば、インドと日本、中国で行われたイエズス会
（Jesuits）に所属する宣教師たちの宣教活動は、カトリック教会の信仰を宣べ伝える
という宗教的な領域に留まらず、西欧科学や哲学・文化の伝達という世俗的な領域に
まで及ぶものであった。特に、当時中国と日本の指導層は、カトリックの宣教師たち
がもたらした西欧文化や芸術、科学と武器に好意的な関心を表明した。これら両国で
カトリック教会の宣教がある程度推進されてからは、カトリック教会の反封建的な宗
教的性格があらわれたために保守的な政権からの迫害があったものの、初期には友好
的な環境で宣教の働きを始めることができた。つまり、宗教的な側面よりは文化的な
側面での宣教が行われた、ということである。
　一方、韓国は異なっていた。韓国の人々がカトリック信仰に初めて接したのは、日
本の侵略による文禄・慶長の役（壬辰倭乱；1592-1598）という戦争中のことであった。
朝鮮侵略の先頭に立っていた小西行長は信心深いカトリック教徒であったため、彼の
要請を受けたスペインの神父セスペデス (Gregorio de Cespedes)が、1594年にカトリッ
クの聖職者としてははじめて朝鮮に渡り、慶尚道熊川（ウンチョン）に 1年ほど滞在
していた。しかし、厳密な意味でセスペデスは侵略軍の「従軍司祭」であった。彼が、
小西軍の捕虜となった朝鮮の人たちに福音を宣べ伝えた可能性はあるが、彼の渡来を
韓国カトリック教会の歴史として受け入れることは難しい。また、「文禄・慶長の役」
の時、日本に捕われた捕虜は 5万人以上であったが、少なくとも 7千人は日本で改宗
してカトリック教徒となり、かなりの人々が豊臣秀吉と徳川家康によるカトリック迫
害の際、信仰を守り殉教した (4)。戦争の捕虜たちが、侵略国でカトリック信仰に接し
たのである。
（3）李萬烈「キリスト教伝来による韓国社会の開花」『韓国基督教と歴史意識』、知識産業社、10頁。
（4）韓国基督教歴史研究会、『韓国基督教の歴史Ⅰ』、基督教文社、1989年、57-61頁。
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　「文禄・慶長の役」から 30年後、今度は中国の後金（後の清）が明を倒す前、先ず
朝鮮半島を自分の下に服従させ戦争の拠点とするために、丁卯胡乱（1627年）と丙
子胡乱（1636-37）を起こした。朝鮮がこの戦争で負けたことで、王子の昭顕太子と
鳳林大君は人質となり、中国に移されて瀋陽と北京で抑留生活を送った。その過程
で、二人の王子は、北京で宣教していたイエズス会宣教師たちに出会っている。特に、
昭顕太子は北京に滞在していた際、アダム・シャール (Adam Shall von Bell)とフェル
ビスト (F.Verbiest)などのカトリック司祭たちと友好的に交わり、1644年に帰国する
際には北京の司祭たちが推薦したカトリック教徒の宦官と宮女たちと一緒に帰って来
た。彼らを通して宮中内伝道を期待していたカトリック宣教師たちの夢は、昭顕太子
が帰国してまもなく急逝することで水の泡になってしまった。しかし、人質として捕
われた朝鮮王子たちの話しは、ヨーロッパに伝えられることになり、フランスにおい
てアジア宣教を目的としたパリ外国宣教団が設立される契機となった。それから 200
年経過した 1830年以後、この団体が韓国カトリック宣教を担当することになり、北
京の宣教師たちの夢は 200年後に叶えられたのである (5)。
　このような経緯で韓国民族は、日本と中国の侵略戦争を通してカトリック信仰に接
した。このような接触は、侵略国に連れ去られた捕虜や人質を通して、言わば「苦難
の中」で行われた福音接触の歴史であった。このことは、それ以後展開される韓国カ
トリック教会の歴史が、どのようなものであるかを示唆している。朝鮮の後期に入り、
李檗と李家煥、丁若鏞、丁若鍾、丁若銓、権哲身、権一身などの「南人時派」系列の
在野学者たちが、儒教の性理学に代わる新しいイデオロギーを探していた際、中国の
北京でカトリック司祭たちが出版した様々な漢訳の西学書を読んで西洋哲学と科学に
関心を持つようになり、その一部が西学のルーツとなる西教、すなわちカトリック信
仰を受け入れた。そして、1784年に李承薰が北京で受洗して帰国することにより韓
国にカトリック教会が設立されたが、それ以後に展開された韓国カトリック教会の
100年の歴史は、封建的な保守政治勢力による迫害と受難・殉教の歴史であり (6)、ま
さに苦難の歴史にほかならなかった。
　韓国カトリック教会は、100年間の迫害や苦難を体験することで信仰する階層に変
化が現われた。両班であったものが、中人以下良民、常民階層へと低くなり、ソウル
と京畿を中心にしていたところから江原道と三南地方に広がった。その結果、儒教を
支配イデオロギーとしていた封建的な社会体制に対するカトリック教徒たちの反感と
抵抗も深まった。宗教的な理由で祖先への祭祀（法事）を禁じ、王君より神を高い存
在として仕える彼らに「無君無夫」集団というあだ名がつけられた。彼らの反体制的
（5）上掲書、61-63頁。
（6）上掲書、65-121頁。
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な傾向が、封建的な保守勢力にとっては政治的な抵抗勢力として理解されるようにな
り、迫害の口実となったのである (7)。このような受難と苦難の歴史を経験しながら、
カトリック教徒は次第に現実とは違う歴史、自由と平等などが成し遂げられる新しい
歴史を待ち望むようになった。つまり、現実超越的・来世志向的な歴史観が形成され
たのである。現実において苦難の歴史を過ごすキリスト者たちにとって、来世は現実
に挫折しないで苦難を克服することができる希望の根拠であった。
3．「帝国主義的」宣教と東アジア
　カトリックより 100年遅れて行われたプロテスタント宣教の歴史も、カトリックと
類似して行われた。中国の場合、16世紀末に始められたカトリック宣教が 200年ほ
ど無難に推進されたが、1704年に祭祀と神の称号を巡る「典礼論争」が起き、ロー
マ教皇庁がイエズス会を解散し、康熙帝が宣教師たちを追放することによりカトリッ
クの宣教活動は大きく縮小された。しかし、康熙帝以後中国は弱体化し、イギリスや
オランダ、フランス、アメリカなど西欧列強は先を争って中国進出を図った。特に、
過去にスペインが享有した海上権を受け継ぎ新しい海上帝国として浮かび上がったイ
ギリスは東インド会社を設立し、アジア地域に政治、経済力を拡大して行った。こ
のような背景の中で、プロテスタント宣教師としてははじめてイギリス人モリソン
(Robert Morrison)が、東インド会社の通訳官として中国の広東に上陸し、聖書を中国
語に翻訳することによって中国宣教をはじめた。東インド会社が介入して起きた阿片
戦争 (1839-42)に敗北した中国は、ついにイギリスを始めとする西欧諸国に無防備状
態で門戸を開き、これを契機として多くの国から様々な教派教会の宣教師たちが中国
に進出し、西洋の文物と共にキリスト教の福音を宣べ伝え始めた (8)。従って、中国人
は阿片戦争で敗北した屈辱感を抱いてキリスト教を受け入れたのである。
　日本も中国と同じように、16世紀にイエズス会宣教師たちによって始められたカ
トリック宣教は、豊臣秀吉と徳川家康の時代から間欠的に弾圧を受けたが、1614年
に徳川幕府政権が「切支丹禁令」を発表して宣教師はすべて追放され、数千人が殉教
した。その後、200年の間はどのような形であれカトリックの活動は許されなかった。
幕府政権勢力が弱くなった 19世紀末に、日本も西欧列強から解放の圧力を受けるよ
うになった。1853年にアメリカの東インド艦隊司令官ペリー (M.C.Perry)が率いる戦
艦 4隻が浦賀港に入り、開港を要求して武力デモを起こした。これを「ペリー号事件」
と言うが、阿片戦争で中国が敗北して解放したことを目撃した幕府政権は、開港する
（7）盧吉明、『カトリックと朝鮮後期の社会変動』、高麗大学校出版部、235-236頁。
（8）呉利明「中国のキリスト教」『アジアキリスト教史』、教文館、1981年、24-29頁。
174－　　－
終末論的な歴史意識と宇宙的愛の実践
要求を受け入れ、翌年 3月にアメリカと通商条約を結んだ。日本の若い政治人たちは、
開港を政治改革の機会として 1867年に封建的な幕府政権を打倒すると同時に、明治
維新を断行して西欧志向的な近代化を積極的に推進した。このような背景からアメリ
カをはじめ西欧諸国のプロテスタント宣教師たちが多く来日した。日本に最初に入っ
て来たプロテスタント宣教師はアメリカの北長老教会に所属するヘボン (J.C.Hepburn)
であり、彼は中国で 5年間働いた経験があった。1859年 10月に日本に到着、横浜に
滞在しながら医療事業と聖書翻訳を始めた (9)。日本のプロテスタント宣教は中国のよ
うに敗戦の屈辱はなかったものの、西欧列強の「武力デモ」に屈服して開港し、キリ
スト教宣教師たちを受け入れたという面においてはやはり受動的な福音受容の形態で
あったと言えよう。そして、大多数の日本人たちはキリスト教と西欧の文化を一体と
見ていたため、変化を望んでいた新進勢力、特に士族出身たちはキリスト教を近代化
の手段として受け入れたケースが多かった (10)。日本のキリスト教会が、民族主義意
識の強い知識人階層が主流を成している理由がここにある。
　日本や中国のように、韓国の宣教も西欧列強による勢力拡張の延長線として行われ
た経緯がある。1832年に韓国に最初に入って来たプロテスタント宣教師として記録
されているドイツ人宣教師のギュッツラフ（K.Gützlaff）の場合、中国のモリソンの
ように東インド会社所有の船エムハースト (Amherst)号の通訳ガイドとして乗船し、
忠清道西海岸の古代道（ゴデド）に上陸した。約 1ヶ月間、滞在して「主の祈り」を
韓国語に翻訳する傍ら、朝鮮政府に開港を要求する手紙を渡したが、聞き入れなかっ
た。1866年にアメリカのプレスタン貿易会社所有の船ゼネラル・シャーマン (General 
Sherman)号が平壌デドン川に進出して開港を要求したところ、平壌の人々と武力衝
突が起こり船の乗務員たちが皆殺された際、船に通訳ガイドとして同乗していたイギ
リスの宣教師トマス（R.J.Thomas）も共に犠牲になった (11)。ギュッツラフやトマスは、
福音を宣べ伝える宗教的な目的があったものの、彼らが乗船した船は西欧列強の政治・
経済的な勢力を拡大するのが目的であった。このように中国や日本をはじめアジアの
諸国の場合は、福音を宣べ伝えようとする宣教師たちの宗教的な動機と勢力拡張を狙
う西欧帝国主義諸国の政治・経済的な動機が結合されて推進された「帝国主義的な宣
教」(imperialistic Mission)として解釈することができる。韓国では、「力による」(by 
force)宣教の試みがあったものの成功しなかった。
（9）W.E. Grifﬁs, Hepburn of Japan, The Westminster  Press, Philadelphia, 1913, pp.76-95. 
(10) 土肥昭夫「日本のキリスト教」『アジアキリスト教史』、160-162頁。
(11) 韓国基督教歴史研究会『韓国基督教の歴史Ⅰ』、137-139頁。
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4．プロテスタントの宣教と民族運動
　韓国におけるプロテスタント宣教は、帝国主義的な宣教とは違う形で行われた。宣
教師たちが韓国に入り宣教活動した結果として教会が設立されたのではなく、韓国人
が海外で福音に接し、帰国してから伝道することで教会が設立された。つまり、1874
～ 76年頃、平安北道義州出身で中国満州と貿易をしていた商人たちが、營口、シン
ヤンを中心に宣教活動をしていたスコットランド長老会に所属するロス（J. Ross）と
マッキンタイア (J. McIntyre)宣教師に出会って福音に接するようになるが、この中で
白鴻俊と李應贊、徐相崙、崔成均等が 1879～ 82年の間に洗礼を受けた。彼らは宣教
師と共に聖書翻訳に参加し、1882年最初の韓国語聖書（ルカによる福音書とヨハネ
による福音書）をシンヤンで印刷し、それを国内に搬入し伝道活動をした結果、義州
とソレ（松川）、ソウルなどで多くの洗礼志願者を得、ついに信仰共同体まで設立し
た (12)。
　日本でもそれに類似する韓国人改宗者が出てきた。1882年「紳士遊覧団」の一行
として渡日した李樹廷は東京でキリスト者農学者の津田仙に出会い、聖書をプレゼン
トとして贈られた。それを読むうちに改宗を決心し、1883年 4月東京露月町教会で
洗礼を受けた。彼もアメリカ聖書公会総務のルーミス (H. Loomis)の支援を受け、聖
書を韓国語に翻訳することに着手し、1884年「吏読（イド）訳」四福音書を、1885
年には韓国語マルコによる福音書を横浜で印刷した。続けて、李樹廷は東京に来て
いた朝鮮人留学生たちに伝道し、主日学校のような信仰共同体を形成し、日本に来
ていた宣教師たちを通してアメリカの教会に「韓国にも宣教師を送って下さい」と
いう手紙を出した。そのため、彼はアメリカの信徒たちから「韓国のマケドニア人」
(Macedonian of Korea)と名づけられるようになった (13)。このように李樹廷がアメリカ
宣教師たちの来韓を強く求めたのは、祖国の福音化と共に近代化に対する強い願いが
あったためである。彼は、日本で宣教師による積極的な支援を受けて推進される政治、
文化、社会分野の改革と近代化への作業が、韓国においても同様に行われることを期
待したのである。彼にとって、日本は祖国近代化に対するモデルであったのである。
　このような要請に応じてアメリカ長老会とメソジスト会が韓国宣教を決定し、アン
ダーウッド (H. G. Underwood)とアペンゼラー (H. G. Appenzeller)を最初の宣教師とし
て派遣するが、彼らが日本の横浜港を経て 1885年 4月 5日イースター主日に来韓し
た際、荷物の中には李樹廷が日本で翻訳したマルコによる福音書の韓国語訳聖書が
入っていたのである。近代宣教の歴史上、最初の宣教師が被宣教地に入った際、その
(12) 上掲書、142-156頁。
(13) 上掲書、157-162頁。
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国の言葉で翻訳された聖書を持って入った例は極めてまれである。また、これら最初
の宣教師たちの初仕事は、既に満州で印刷された聖書を入手し読んで改宗した人々に
洗礼を授けることであった。アンダーウッドが告白しているように、彼らは「その当
時は種を広く蒔く時期であったにも関わらず既に蒔いた種の初穂を刈り取る」(14)感
激を味わった。土着人求道者たちの能動的で積極的な福音受容と伝道によって遂げら
れた宣教の結果であった。日本や中国のように、「西勢東漸」の政治的な状況で行わ
れた受動的な態度とは区別される点である。だからと言って、韓国プロテスタント宣
教が全面的に好意的な状況で行われたわけではない。開港と近代化を拒む国内の封建
的守旧勢力はやはり宣教を妨害し弾圧した。また、キリスト教の真意が理解できな
かった民衆たちも宣教師とその事業を排斥した。しかし、このような内部的な妨害要
因は時間が経つほどに自然と解消された。これらより深刻な阻害要因は、外勢、特に
日本の侵略と支配による民族苦難の状況であった。あいにく、韓国プロテスタント宣
教の歴史は日本による侵略の歴史と重なっている。満州で韓国語聖書翻訳が始まった
頃（1875年）、日本は朝鮮と「丙子修好条約」の不平等条約を締結し内政干渉を始めた。
また、日本は東学農民戦争を口実に長い間、朝鮮半島で「宗主国」のようにふるまっ
た中国の影響力を取り除くため日清戦争（1894年）を起こしたが、それを起点とし
てプロテスタント教会の勢力は急激な成長を為し遂げた。
　それに続き、日本は日露戦争（1904年）を起こすと同時に、ロシア勢力を追い出
し乙巳条約（1905年）を締結することによって主権の象徴である外交権を奪い、ま
た海牙密使事件（1907年）を口実に高宗皇帝を強制的に退位させ丁未条約を締結、
内政権までも奪ったのである。そして、ついに 1910年、強制合併を通して「日本帝
国時代」と呼ばれる植民地統治時代の幕があけた。このような一連の侵略行為が行わ
れた時期に、韓国教会は元山リバイバル運動（1903年）が起こり、平壌リバイバル
運動（1907年）を経て百万人救霊運動（1909年）に至る大リバイバル伝道運動を経
験しながら量・質共に成長を成し遂げた。このように日本の帝国時代の侵略と支配が
進行された関係で自然とプロテスタント教会員の中には抵抗的な民族意識が形成され
た (15)。このような民族意識に基づいて韓末以後、活発に展開されたキリスト者たち
の多様な抗日民族運動が展開されたのである。
(14) H. G. Underwood, Call of Korea, Fleming H. Revell Co., NY, 1908, p.136.
(15) 尹慶老、『韓国近代史の基督教史的理解』、ヨクミン社、1992年；李萬烈、「韓末キリスト者の民族意
識の形成過程」『韓国基督教と民族運動』、ボソン、1986年、72-73頁。
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5．韓国キリスト者たちの日本と中国に対する認識
　これまで述べてきたように、19世紀末韓国で行われたプロテスタント宣教は福音
化という根本的目的の他に、近代化、民族運動という政治・社会的運動と密接に関わ
りながら推進された。このような関係ある体験に基づいて韓国キリスト者たちの歴史
と現実認識が形成され、そのような認識の下で周辺両国の中国と日本を見るように
なった。
　先ず、近代化の関係から見る場合、中国は近代化を拒否する守旧保守勢力が精神的、
政治的な背景をもつ国であった点において、開化・改革を追い求める進歩的な人々に
とって「排斥」の対象であった。1896年近代的改革運動の結集体として登場した独
立協会が最初に推進したのが、中国使臣を迎えていた西大門近くの「迎恩門」と「慕
華館」を取り壊し、その場所に「独立門」と「独立館」を建てたことである。初期独
立協会が念頭に置いた「独立」とは、「中国からの独立」を意味することであったこ
とがわかる。多くの宣教師とキリスト者は、この独立協会の運動を支持・後援した
が、これは彼らの宣教を阻止・妨害する守旧勢力の背後に中国があるという認識から
であった。1900年、中国において欧米の近代化に反対する勢力によって多数の宣教
師とキリスト者が殺害され、教会が破壊された「義和団事件」を契機に中国を見る宣
教師とキリスト者の見解がより消極的なものとなったのは当然のことである (16)。
　一方、日本は近代化のモデルとして宣教初期には比較的に友好的な評価を得ていた。
初期の開化派指導者たちを始めとする独立協会の指導者たちは、その殆どが日本を訪
れた経験があるため、彼らは韓国で日本が成し遂げたような近代化作業を推進しよう
と試みた。19世紀末以後、韓国に入って来た宣教師たちの大半は、日本を経て入っ
て来たが、彼らは日本で比較的に自由に活動する宣教師たちを目にしていた。宣教師
と欧米諸国は日本をアジアで「宣教自由」と「近代化」が模範的に行われた国として
認識しており、韓国においてもそのようなモデルが定着することを期待した (17)。初
期宣教師たちの親日的 (pro-Japanese)な傾向はこのような背景で理解されるべきであ
る。
　しかし、このような日本を見る宣教師たちの「友好的な」見解は、朝鮮半島におけ
る日本の侵略と強制的な支配の歴史を経験するうちに変わっていった。特に、キリス
ト教宣教に友好的であった明成皇后が 1895年、日本の浪人たちにより殺害され、生
命の危険性を感じた高宗皇帝もロシア公使館に身を隠した際、宣教師たちは自ら皇帝
を保護したのだが、この事件を契機に宣教師たちは日本の暴力的侵略性の問題点を認
(16) リュダヨン、『開化期の朝鮮と米国宣教師』、韓国基督教歴史研究所、2004年、235-239頁。
(17) G. Ladd, In Korea with Marquis Ito, Longmans Green & Co., London, 1908, p.412.
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識するようになった (18)。
　引き続き、日露戦争と乙巳条約、海牙密使事件、丁未条約などを経て日本の侵略と
支配はあからさまになり、このような一連の過程で、宣教師たちは「苦難を受ける」
民族の痛みを理解するようになった。宣教師たちは公に韓国キリスト者たちの民族運
動を支持・後援することはしなかった。しかし、政治的には中立を保ちながらも韓国
キリスト者たちの民族運動に対し暗黙的・心情的に支持する宣教師たちが増えていっ
た。ここに韓末以後、既に積極的な抗日運動を展開してきた土着教会の指導者たちの
教会を中心とした活動が強化され、韓国教会の反日的（Anti-Japanese）傾向が現われた。
このような韓国教会の「反日的」な傾向は、3・1独立運動を経てより強化された。
　次に、近代化において否定的な認識の対象となっていた中国は、民族運動との関係
において違った面貌をあらわすようになる。先ず、1910年以後、植民地化された祖
国で追放されるようになった韓国民族運動家たちは、中国の満州、北京、上海などに
拠点を置き、中国の人々の支持と後援を受けながら抗日民族運動を展開していった。
同じ脈絡で、韓末と日本帝国時代に満州、北京、上海などで「亡命したキリスト者た
ち」が建てた韓国人教会はこのような抗日民族運動の拠点になっていた (19)。政治的
に悪化した中・日関係も、韓・中関係をより密接なものにした。朝鮮半島を拠点にア
ジア（中国）大陸に進出しようとする日本の政治的、軍事的な野望は満州侵攻（1931年）
と日中戦争（1937年）により具体化され、中国も同じく日本帝国主義侵略の対象となっ
てしまった。その結果、韓国は中国と同志的関係で抗日抵抗闘争を展開していった。
　このように韓・中・日の三国は、韓末以後に展開された東アジアの政治的、歴史的
状況によりその親疎関係が変化していった。特に、中国と日本、両国の狭間にある韓
国は、両国の政治・外交的な関係の変化に影響を受けざるを得なかった。そのような
関係の中でキリスト教の宣教が行われ、その結果として歴史と現実に対するキリスト
教的な認識が形成されていった。
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牧師の宗教体験と歴史認識 
　それでは「苦難体験」の現場で行われた「基督教的な」歴史認識の具体的な例を、
民族運動家の孫貞道牧師 (1882-1931)を通して見て行くことにする。孫貞道牧師は平
安南道江西の平凡な儒教の家で生まれた。漢学を学び、23才の時（1904年）、キリス
ト教伝道を受けてから「髪をおろし、家の祠堂を壊す」過激な行動をとったために家
から追い出された。その後、メソジスト教会ムーア（J. Z. Moore）宣教師の推薦で平
(18) リュダヨン、『開化期の朝鮮と米国宣教師』、288-309頁。
(19) 韓国基督教歴史研究会、『韓国基督教の歴史Ⅱ』、基督教文社、1990年、140-146頁。
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壌崇実中学校に入学し、キリスト教信仰と近代的学問を学んだ。このことで彼は伝統
的な宗教（儒教）とその価値からの断絶を宣言し、キリスト教信仰と民族の近代化を
図るため身をささげる決心をする。そして、崇実中学校卒業の年であった 1907年 1月、
平壌に大リバイバルが起こった。彼は心から悔い改め、「腐ってしまうこの世の腐敗、
情欲、罪悪の人格を脱ぎ捨て、高潔な神の性格へと作り変えられる」(20)体験をした。
悔い改めと新生と聖化へとつながるキリスト教の本質を体験したのであった。
　キリスト教に新しい価値を見出した孫貞道は、自分自身と自分の民族が置かれた政
治・社会的な現実から目をそらすことはしなかった。彼はリバイバルの間、「道を歩
く時も部屋に座っている時も、いつも明るい宗教的な浄化の世界を探すために、そし
て暗闇の朝鮮が救いの道を見出すために絶えず祈った」(21)。「魂の救い」と「民族の救い」
が彼の祈りのタイトルであったのである。その結果、「慈しみ深く真実な主イエスが
慈愛深い涙を流し」彼に臨まれ、「悲しいとかつらいからではなく、あまりにも感激
して言葉では言いあらわせない嬉しさの極限で浄化された涙」を流す体験をした (22)。
また、以下のような体験をしたとも言われている。
　「次に私の前に二千万男女同胞が一人も残らず並んでいるのが見えた。すなわち、
滅び行く彼ら、罪の重荷を背負った彼らを救うのが私の責務であることが分かっ
た。彼らを見て、私はまた激しく泣いた。しかし、嬉しい。心強いのは全能の主
が私と共にいて下さるから」(23)。
　このような体験を通して、民族の救いと自分に与えられた使命を確信するように
なった。民族を抑圧している「くびきと鎖」が単に宗教的な意味だけでない政治的・
社会的な意味をも含んでいることは当然のことであった。それほど民族を救う責任は
重いものであった。そのような体験をした翌日、その日はたまたま聖日であったが、
平壌南山峴教会の坂を上がる際、「歩く度、土が浮き沈んで動く」体験をした。「これ
は二千万人を救うという重荷を自分の背中に負っているためであった」(24)。この体験
後、彼は「キリスト主義者」として生き抜くことを決心した。これによって彼は民族
を愛する「真のキリスト者」(real Christian)になった。
　このように孫貞道のリバイバルの体験は、キリスト教信仰と民族意識を結合させる
触媒的な役割を果たした。個人の救いが民族の救いへと昇華されたのである。彼は魂
(20) 『孫貞道牧会手帖』1924-29年。
(21) 崔鳳則、「故海石孫貞道牧師畧傅（二）」、『基督教宗教教育』、1931年、63頁。
(22) 上掲書、64頁。
(23) 上掲書。
(24) 上掲書。
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の救いと社会参与を別個のものとして（さらには正反対なものとして）認識し政・教
分離の原則を掲げキリスト者の民族運動参与を批判・抑制した宣教師と保守的な信仰
者たちとは異なる信仰の姿を見せた。リバイバル体験を通して「キリスト主義者」と
して生まれ変わった彼が、生涯を牧会にささげる決心をした動機もまた信仰的であり
同時に民族的なものであった。孫貞道牧師と日本帝国時代に満州で牧会と独立運動を
共に展開した裵享植牧師は、孫貞道が牧会者として献身する過程を次のように紹介し
ている。
「孫貞道牧師はある日の早朝、祈ってから使徒言行録 1：6～ 8の御言葉を読まれ、
ペテロが主イエスに求めた事情に共感した。国があるべき自由独立と国民が持つ
べき民族主義を叫び、信仰的自由の勇気を持って平和の福音を宣べ伝え、真理と
正義で善き戦いをする決心をした。その時から、李牧師は信仰のリバイバル運動
の担い手として用いられるようになり、訪れる教会はどこもペンテコステの炎が
起こり、信者が生まれ変わる恵みを体験し、多くの未信者が悔い改め救いの道に
入った」(25)。
　孫貞道は使徒言行録に出てくる「イスラエルの国を立て直してくださるのはこの時
ですか？」という弟子たちの質問を、「大韓帝国が国権を回復してくださるのはこの
時ですか？」と解釈した。それほど韓末の民族的な危状況を深刻に認識し、国権回復
と国の独立が早急に成し遂げられることを望んでいた、ということである。しかし、「そ
の時と時期は知らないが、私たちの民族が聖霊を受け、力を得、地の果てまで福音を
宣べ伝える証人になると、時と時期を定められる神が独立の時を短縮して下さるであ
ろう」、という確信があった。つまり、キリスト者が自分の民族と異邦人たちの魂の
救いという宗教的な領域において最善を尽くせば、民族の政治的な独立も「神の恵み」
として与えられると認識したのである。このように孫貞道は、韓国民族のリバイバル
と独立運動を初代教会のペンテコステ聖霊運動と関連づけた。彼がリバイバルの担い
手でありながら、民族運動に積極的に参加した動機はここにあった (26)。彼にとって
キリスト教信仰と民族運動は、相反し、衝突する「相克」の関係ではなく、互いに補
(25) 裴亨植、『故海石 孫貞道牧師小傳』基督敎建國傳團事務所、1949年、2-3頁。
(26) 孫貞道牧師は民族運動家島山安昌浩の新民会組織に参加し、1911年満州ハオルピンで牧会していた最
中、桂太郎暗殺陰謀事件に関わり、ソウルで押送されジンドで 1年を送った。その後はソウル東大門
教会と貞洞教会で牧会し、1919年 1月中国に亡命。上海臨時政府組織に参加し、議政院の院長と大韓
赤十字総裁を歴任した。また、議勇団と老兵会を創設、抗日運動を起こした。1924年臨時政府の活動
を中断し、満州の吉林に移住、韓国人教会で牧会しながら「農民互助社」を設立した。キリスト教的
な理想村運動を展開する中、以前経験した拷問後遺症のため健康が悪化、1931年に亡くなった。
　　李徳周「孫貞道牧師の生涯とキリスト教思想」『孫貞道牧師の生涯と思想』、監理教神学大学校出版部、
2004年、34-72頁。
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完しつながる「共生」の関係であった。
　1909年にアメリカ・メソジスト教会の韓国宣教年会が中国本土の宣教を決定した
際、孫貞道がこれに志願したのも同じ脈絡で解釈することができる (27)。彼は南山峴
教会の早朝祈祷会を通して悟ったように、中国宣教によって「国権回復」の時を短縮
することができると見た。つまり、使徒時代の福音がエルサレム→ユダヤ→サマリア
→地の果てまで広がり「イスラエルの回復」が成されたように、1907年のリバイバ
ルを経て「朝鮮のエルサレム」と言われた平壌を拠点に全国（ユダヤ）に福音が広が
り、満州（サマリア）を通して、「アジアの地の果て」である中国本土にまで行って
福音を宣べ伝えれば、「神の恵み」により韓国民族が独立することができる、と見た
のである。従って、彼の宣教対象は中国の韓国人だけでなく、中国にいる本土人も含
むものであった。
　このような神学的な背景から、中国宣教師となった孫貞道牧師は、1910年 5月中
国北京に入り、中国にいる韓国同胞たちを対象に牧会しながら土着民宣教のため中国
語を習う一方、アメリカの安昌浩、北京の曺成煥など民族運動家たちと連絡を取りな
がら海外民族運動の拠点を作ることにも加担した。このような三つの働きを一つにす
る媒体はもちろんキリスト教信仰であった。孫貞道牧師は中国宣教の一年後、国内に
いる信徒たちに海外宣教により積極的に参加してくれるように訴える文書を『キリス
ト会報』に寄稿したが、その題目は「天時が変遷する」ことであった。彼は次のよう
な「信仰告白的」な賛美歌の歌詞で文書を終えている。
「1．三千里 江山 主の東半島は / 救われた同胞が多くなったので 
　　キリスト王の命令に従い / 収穫のため出て行きましょう。 
  2．この世に最も広大な田畑に / 穀物が実り、黄金色となったので 
　　農夫たちは急いで農具を担ぎ / 収穫のため出て行きましょう。 
  3．兄弟姉妹たちは皆集まり / 十字架の旗をかけ走りましょう。 
　　半島にいる主の働き人たちは /収穫のため出て行きましょう。」(28)
　ここに彼の歴史及び現実認識を見出すことができる。文書のタイトルにも見られる
ように、彼は「天の時」が変わることに注目している。歴史が変わっている、という
ことである。彼の見解からすると、当時の状況は「農夫たちが鎌を持って穀物を刈り
取る時」であった。キリスト教信仰の伝統において、「収穫」は終末論的な審判の前
に展開される福音伝道を意味する。麦を刈り取る農夫の行為は福音伝道による魂を救
(27) 「毎年会日記」、1909年、22頁；「宣教会趣旨」『キリスト会報』1911年 12月 15日。
(28) 孫貞道、「天時が変遷する」、『キリスト会報』1911年 11月 15日。
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う働きであった。孫貞道は「秋の収穫」を私たちの民族に与えられた「天の使命」と
して解釈した。神の審判と福音伝道はコインの裏表のようである。終末の審判が神の
役割であれば、終わりの時に福音を宣べ伝えるのは福音伝道者の役目である。韓国民
族がキリストの証人となり、未だ福音が入ってない「地の果て」（中国）に行き福音
を宣べ伝える使命を果たせば、終末の際、「不法で他の国を侵略し、支配する」悪の
勢力に対する厳しい審判は神の役割である。復讐は神に任せ、私たちは敵さえも食べ
させ飲ませる愛を実践するのみである（ローマ 12：19～ 20）。
　このような信仰告白を基に、植民地統治下で民族の痛みを体で持って体験した孫貞
道牧師は侵略者日本に対して憎悪という武器を持つ代わり、愛の福音を持ち福音の不
毛地で中国に出て行った。方向は正反対であったが結果は合い通じた。彼は日本に対
する憎悪を中国に対する憐憫と愛へと昇華させた。これはまさに「悪に負けることな
く、善をもって悪に勝つ」（ローマ 12：21）生きた生活の知恵であった。
　日本帝国時代を生きた韓国キリスト教民族主義者たちは、殆どこのような信仰と歴
史認識を持っていた。日帝の植民統治は願ってはいなかった現実であったが、それす
らも宇宙と歴史の主である神の摂理である、と受け入れたのである。そして、そのよ
うな否定的現実を肯定的なものとして変えられることも神の摂理にのみ成し遂げられ
ると考えた。だからと言って、ただ歴史を受動的に待つばかりではなかった。現実
において、神の御心を実践することに積極的に参与することで歴史を導く神の意志
をも動かすことができると見た。このように、キリスト者たちは人類社会に愛を具
現される神の歴史に参与できる。これが韓末と日帝時代を生きた韓国キリスト者た
ちが普遍的に持っていた「終末論的アガペーの歴史認識」(Historical Consciousness of 
Eschatological Agape)であった、と言うことができる。
7．結び : 「宇宙的な愛」の実践のために 
　咸錫憲が指摘したように、韓国民族は古代から外勢の侵略と支配による「苦難の歴
史」を生きて来た。その地にキリスト教宣教が始められた時もやはり民族的な「苦
難の状況」にあった。ブラウンも指摘するように、韓国のキリスト者たちは外勢の
侵略と支配という歴史的に痛い体験がもたらした「深い悲しみの中から (out of deeper 
sorrows)」「幼い子供のように（childlike）」純粋に、キリスト教の福音を受け入れた。
その結果、韓国キリスト者たちは周辺のどの民族よりも「十字架の苦難」に慣れてお
り、憎悪を愛へと昇華させる「超越的な信仰」を実践することができた。孫貞道牧師
が日本のために体験した痛みを中国宣教を通して癒し、成就しようとしていた「宇宙
的な愛」（Cosmic Agape）は、それゆえに可能であった。
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　この「宇宙的な愛」に基づいた歴史認識によってこそ、民族と国家間の侵略と支配、
干渉と抑圧の歴史により形成された憎悪と不信、葛藤と紛争の悲劇的な束縛から抜け
出すことができるであろう。ある民族が勢力を独占し、その力を基に他の民族を支配
しない歴史、相異なる歴史的な経験と価値を認め合いながら人類の幸福という共同価
値を具現するために協力することによって、「平和と共存」の歴史を作り上げていく
ことができる原動力も、このような宇宙的な歴史認識から生じる。東アジアの歴史を
導いてきた韓・中・日の 3国は、平和共存の体験よりは侵略と支配、それがもたらし
た暴力と抵抗で彩られた過去の歴史体験のために、今日も依然、相互不信と葛藤、牽
制と憎悪のわなから抜け出すことが出来ないでいる。不幸な過去にかせをかけられ、
明るい未来へと進めない状況である。政治と経済では解けない問題である。宗教、特
に正義と平和を究極的な実践課題とするキリスト教が解いて行くべき課題なのであ
る。
　韓・中・日 3国の民族的な利己主義を克服できるキリスト教の「宇宙的歴史観」が
要求される。自己中心的で閉鎖的、攻勢的、排他的な民族主義では、歴史的な体験と
価値観が異なる他民族との間に平和を保つことが出来ない。包括的であり、開放的、
受容的であり、対話的な民族主義こそがつらい過去を相持つ民族間の和解を引き出す
ことが出来る。そのような点から、中国と日本、両国からの侵略と支配の経験があり、
それゆえ民族的な苦しい状況においても、憎悪の代わりに愛によって両国に出て行き
福音伝道の使命を果たした韓国キリスト者たちの宗教体験と歴史認識は大切な価値と
して残っている。「つらい過去」のため依然、不信と葛藤のくびきから抜け出してい
ない今日の韓・中・日 3ヶ国に真の平和を成し遂げるため、「つらい時代」に「宇宙
的な愛」を抱き、失われた祖国の地を離れ、福音をたずさえ不毛地中国へと出て行っ
た孫貞道牧師のその歩みが今日もう一度再現されるべき理由もここにある。
